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SINETの現状（SINET5）
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ロサンゼルス

シンガポール

ニューヨーク

*

*

アムステルダム

加入機関数 (割合)
国立大学 86 (100%)
公立大学 90 (  96%)
私立大学 428 (  69%)
短期大学 85 (  27%)

高等専門学校 56 (  98%)
大学共同利用機関 16 (100%)

その他 226
合計 987

•全都道府県にSINET DCを設置し、DC間を100Gbps回線 (東阪400Gbps回線) 
で接続、海外（欧州、米国、アジア）も100Gbps回線で接続

• 2016年4月から運用を開始し、2018年12月、2019年3月＆12月に基盤を強化*

（2021年9月末現在）

： SINETノード (50拠点)

： 国内回線（100Gbps）

： 国際回線（100Gbps）

： 国内回線（400Gbps）

モバイル 全国際100G化 東阪間400G化
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SINETと接続設備

• SINETには各種設備が直結され、共同利用やセキュアな利用が増加中
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直結クラウド
（34社45拠点）

研究データ
基盤

LHD

J-PARC

大型実験施設等
（全国各地、海外各地）

SPring-8
&SACLA

Super
Kamio
kande

Belle II

大学 研究機関 民間企業

共同研究

スパコン
（HPCI 13拠点）

LHC

mdx

ITER

VLBI

大学の
専用回線

研究機関の
専用回線

SINET
ノード

SINET
ノード

Web会議
システム

モバイルSINET

各種DB
(医療系等)

SINET
ノード

図は例

987 機関

（2021年9月末現在） 遠隔地、広範囲エリア、移動体、海上等

高速インターネット
高速L2/L3VPN
仮想大学LAN

L2オンデマンド
IX

商用ISP

商用ISP
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SINETの特長１ － 短時間でデータ転送可能

3

: SINETの100Gbps回線
: 他の100Gbps回線

東京

シンガポール

GÉANT

NORDUnetSURFnet

アムステルダム

転送時間半減

転送速度倍増

全国超高速化による無圧縮8K映像伝送全国超高速化によるデータ転送時間短縮

柏神戸

欧州直結回線による通信性能向上国内遅延の最小化による通信性能向上

スパコン出力データの定期的バックアップが可能に

札幌

大阪

沖縄 － 東京

東京沖縄

雪祭り映像
海の映像

オンデマンド
コントローラユーザ

対地、経路、帯域
無圧縮8K映像 (25～50Gbps) のリアルタイム伝送が可能に

東北大学

KamLAND

拠点間のRTTの低減に
より転送速度が倍増に

欧州直結 (従来は米国経由)回線により通信性能が3倍程度向上

90Gbps
以上

欧州直結回線



© 2021 National Institute of Informatics

2022
SINETの特長2 － サービスがより多様に

• 大学等からのご要望を基に、共考共創で新サービスを開発・提供

4

オンデマンドVPN 仮想大学LAN

セキュアなモバイル環境 セキュアなSINET直結クラウド

自然保護地域

ストレージデータ データ

広範囲エリア

VPN網

大学 企業 地方公共団体

ストレージデータ データ ストレージデータ データ

GPUサーバ等 高性能サーバ汎用サーバ

L2VPN

キャリア
モバイル網線

L2VPN

地域コミュニティ
遠隔地

海上

面

協力事業者環境商用クラウド 大学等

SINET専用仮想網

34社 (45拠点)

写真はメディカロイド社製手術支援ロボット
https://www.medicaroid.com/product/hinotori/

北大
スイッチ

北大
病院SINET

ルータ
北大キャンパス
ネットワーク

（生活線）

SINET
ルータ

九大
ルータ

九大
病院

病院
スイッチ

: オンデマンドL2VPN

光ファイバ

: 医療ロボット用VLAN

操作台

遠隔手術支援
ロボット

現在の構成以前の構成

１Ｇ 10Ｇ 40Ｇ １00Ｇ

計算科学
研究セン
ター

仙台 筑波 東京 横浜和光 名古屋 神戸 播磨大阪埼玉
DC

計算科学
研究セン
ター

仙台 筑波 東京 横浜和光 名古屋 神戸 播磨

大阪

商用ネットワーク
・研究所LAN

理研様が利用しコスパ30倍（コスト60％減、帯域12倍）に

クラウドDC

大学等

直結
L2VPN

遠隔手術において帯域や遅延を変更した
実証実験が可能に

IoT

IoT研究等のために安心・安全の閉域モバイル環境を提供 クラウド事業者34社と連携しセキュアな直結サービスを提供

約350機関が利用
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仮想大学LAN (キャンパス間VLAN自動接続) 利用例
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産業技術総合研究所理化学研究所

東海大学宇宙航空研究開発機構
JAXAの各拠点間を結ぶ機構内ネットワークを構築

全国12拠点に存在する約100の研究ユニットを収容

現在の構成以前の構成

１Ｇ 10Ｇ 40Ｇ １00Ｇ

計算科学
研究センター

仙台 筑波 東京 横浜和光 名古屋 神戸 播磨大阪埼玉
DC

計算科学
研究セン
ター

仙台 筑波 東京 横浜和光 名古屋 神戸 播磨

大阪

商用ネットワーク
・研究所LAN

理研が適用しコスパ30倍（コスト60％減、帯域12倍）に

大学LANを自由に拡張しクラウド接続を含むマルチキャンパスを実現

北海道センター

東北センター

福島再生可能エネルギー研究所

つくばセンター

柏センター

臨海副都心センター

東京本部

中部センター

関西センター中国センター

九州センター

仮想大学LAN

四国センター

SINET DC（接続拠点）

拠点① DC①

DC②

拠点⑥ 拠点➆ 拠点⑨拠点② 拠点⑪拠点④ 拠点➉拠点⑧拠点⑤拠点③SD-WAN

バックアップキャリア網

Internet

JAXAの拠点間を結ぶ
機構内ネットワーク

Internet その他
拠点
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SINETの特長3 － 国際接続性強化
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ESnetCalREN

CANARIE

Internet2 MAN
LAN

GÉANT

NORDUnet

Pacific
Wave

Asi@Connect

REUNA

RedCLARA

: SINETの100Gbps回線
: 他の100Gbps回線

ロサンゼルス

シンガポール

ニューヨーク

SURFnet

アムステルダム

• 国際回線の100Gps化により、海外の研究施設の利用や海外からのデータ収集、
日本の研究施設と海外との連携やデータバックアップ等を円滑に

• JGN, WIDE/ARENA-PAC, 諸外国NRENとの連携により相互バックアップも実施

東京

グアム

AARNet

2021年6月
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今後の通信トラフィック需要と所要回線帯域
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：100Gbps
：200Gbps
：400Gbps
：600Gbps
：800Gbps
：超800Gbps

通信トラフィック需要

所要回線帯域（2027年度末）

測定装置が更改されると利用帯域が急激に
増加する傾向にある

大型プロジェクトの
トラフィック需要例

•過去10年間の平均増加率1.35倍/年
•この率で外挿すると2027年度末には
2020年度末の8.2倍程度となる [Gbps]

利
用
帯
域
の
単
純
積
み
上
げ

年度

本グラフは大型プロジェクトのトラフィック
需要例を単純に積み上げたもの
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SINET5からSINET6へ

• 2022年4月より、新しいネットワーク基盤 SINET6 の運用を開始致します
• SINET6では、①400Gbpsの全国展開と接続点の拡大、②5Gと400Gbpsの融合、
③エッジ機能配備とサービス拡大、④国際回線の増強等を実現します

8

SINET5（2016～2021年度） SINET6（2022～2027年度）
• 全国400Gbps化 ＋ SINET拡張DC
• 5G モバイルSINET ＋ ローカル5G
• NFVとルータによる柔軟なサービス
• 国際回線の帯域強化と対地拡大

• 全国100Gbps（東阪は400Gbps）
• 4G モバイルSINET
• ルータによるVPNサービス
• 国際回線の全100Gbps化

欧州・アフリカ

４G モバイルSINET 

：SINET DC
：400Gbps国内回線
：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

欧州

アジア

米国

：拡張 DC
：SINET DC

：400Gbps国内回線
：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

ローカル5G

5G モバイルSINET

アジア・オセアニア

米国・南米

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

研究データ基盤

コンテンツ基盤

図はイメージ

有線・無線融合ネットワークサービス基盤

研究データ基盤
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出典：https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/
toushin/1388523_00001.htm

オーソライズ１ － マスタープランとロードマップ

• 日本学術会議では、マスタープランという形
で、定期的に学術的意義の高い大型研究計画
を広く網羅・体系化し、我が国の大型研究計
画のあり方について一定の指針を与えている

• マスタープラン2020では、SINET5の後継計
画「次世代学術研究プラットフォーム」が重
点大型研究計画として選定

99
出典：http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-24-t286-1.html

• 学術研究の大型プロジェクトに関する作業
部会では、左記のマスタープランを踏まえ
つつ、大型プロジェクトの優先度を明らか
にしたロードマップを策定している

• ロードマップ2020では、SINET5の後継計
画「次世代学術研究プラットフォーム」が
選定

2020年1月30日

2020年9月24日



© 2021 National Institute of Informatics

2022

出典：https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/
toushin/1423056_00006.htm

オーソライズ２ － 大規模フロンティア促進事業 評価

• 文部科学省では「大規模学術フロンティア促進事業」を創設し、ロードマップ2020 等に基づ
き学術研究の大型プロジェクトを支援し、戦略的・計画的な推進を図っている

• 学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会では、各プロジェクトの原則10 年以内の年次
計画を作成し進捗管理等を実施しているが、年次計画の終期を迎えるプロジェクトで後継計画
もロードマップに記載されている場合には、移行の可否を審議する「事業移行評価」を行い、
その結果を踏まえて、後継計画に対する「事前評価」を行うこととしている

• SINET5の事業移行評価、後継計画の事前評価が今年度実施され、結果は公表済みである

1010
出典：https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/
toushin/1423056_00005.htm

2021年6月15日 2021年7月28日
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①400Gbpsの全国展開と接続点の拡大

11

• SINET6では全国を400Gbps*で整備し、その後トラフィック状況により適宜増強
•現DCに加え拡張DCを設置、また東京地区のDCを見直し、アクセス環境を改善

＊沖縄は技術的な制約により当面100Gbps×2

：現行SINET DC
：拡張/東京地区 SINET DC
：400Gbps国内回線

：100Gbps国内回線

＊ 技術的な制約により当面100Gbps×2

北見

旭川

札幌

函館

青森
上北

盛岡

秋田

仙台

福島
郡山

山形
新潟

長岡

松本

宇都宮

水戸
つくば

千葉横浜

さいたま

沼津

静岡

浜松

名古屋

富山
金沢

福井

神岡

彦根

津奈良和歌山

神戸
大阪

鳥取

松江

岡山
広島

宇部

松山

高知 徳島

高松

北九州

宮崎

長崎

佐賀

福岡

鹿児島

那覇
宜野座

前橋岐阜

甲府

室蘭 帯広

長野

岡崎

大分
熊本

姫路
大津京都

11

26
25

13

4
12

1

12

10
8

1

4

8 2

5

7

4 1

2

1

2
3
1

81

4

1
1

1
2

4

2

赤字は加入機関数

立川 武蔵野 文京

品川

さいたま 宇都宮

柏

千葉

横浜
相模原

東京エリアは23区内の需要が非常に大きく、立川近辺
も大きいことから、トラフィック需要の偏りに対応す
るため、DCの配置を見直し

つくば

柏相模原
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• 任意のSINET DC間を論理的にフルメッシュ
接続し、超高速性と低遅延性を同時に実現

• SINET DC間に冗長経路を確保し迂回機能を
多段に実装することで、高信頼性を実現

• サービスレイヤにインターネットとは分離し
た面を複数設け、高セキュア性を実現

ネットワークアーキテクチャ

12

耐震性と安定給電に優れたＤＣ

ルータ

L2MUX

WDM

アクセス回線

光伝送レイヤ

パケット伝送レイヤ

サービスレイヤ

予備パス

現用パス

コントローラ

切替

光ファイバ

波長パス

論理パス
(現用/予備)

VLANパス

完全分離

Internet
静的VPN
動的VPN
連携1
連携2

Internet面
静的VPN面
動的VPN面
連携１面
連携２面実証評価 実証評価面

400GE

400GE

400Gbps

10
0G

E

エッジ

RR

大阪
GW

東京
GW

文京大阪

RR RR
RR

Internet面
(フルメッシュ接続)

Internet Internet

大学

研究機関
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SINET6  

商用IX接続（2022年度）
•商用IXとの接続は、接続帯域を1.2Tbps*1に増強

•東京GW：合計600～700Gbpsで接続
•大阪GW：合計500～600Gbpsで接続

•トランジットサービスは、現状の帯域以上*2とし、海外に強いIXと接続することで
総合的に強化

13

IX1IX2
トランジットISP

IX3 IX4IX3IX2IX1

: 100Gbps回線
: トランジット回線

: 400Gbps回線

GWルータ
（大阪）

GWルータ
（東京）

500～600Gbps 600～700Gbps

*1: 現状、東京・大阪合わせて600Gbps
*2: 東京、大阪ともに20Gbps

(現在、調達中）

ISP
ISP

Web会議

直結クラウド

直結クラウド

ISP ISP
ISP

ISP

クラウドWeb会議 クラウド

直結クラウド

直結クラウド
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③エッジ/NFV等によるサービス提供

• 11拠点にエッジを配備し、片道2ms以内の遅延を活かしたサービスを提供
•先端的なネットワーク仮想化 (NFV) やネットワーク制御・管理機能を実装

14

NFV: Network Functions Virtualization

分類 サービス・機能イメージ

データ
転送系

仮想ルータ・仮想ファイアウォール
ローカル5Gサービス用スイッチ
超高速ファイル転送

制御・
管理系

トラフィック制御（DDoS対応、動的ミラー）
トラフィック管理・可視化
オンデマンドVPN制御

サーバ系 eduroam, 学認DS, 分散セカンダリDNS等

：エッジ/NFV機能
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DDoS対応機能（検討中）

• SINET内にDDoS攻撃検知・制御機能を配備*し、検出から攻撃パケット廃棄まで
を10秒程度で実現

• 加入機関毎の状況確認サイトを提供

15

❶DDoS攻撃が発生
❷DDoSを検出（加入機関）
❸DDoSミティゲーションを申請（加入機関）
❹オペレータがﾙｰﾄﾘﾌﾚｸﾀ(RR)にパケット廃棄設定（SINET）
❺BGP FlowSpecでルータに配布しパケット廃棄（SINET）

❶モニタリングするアドレスと検出時の制御方法を登録（加入機関）
❷ルータから情報収集・モニタリング（SINET）
❸DDoS攻撃が発生
❹DDoSを検出し、加入機関に通知/パケット廃棄制御を発動（SINET）

申請から廃棄制御まで数時間以上 検出から廃棄制御/通知まで10秒程度
現在 SINET6

ルータ ルータ加入機関 ルータ ルータ加入機関

DDoS検出・制御
システム

❷

❸
❺

❹

❶ ❷ ❷

❹❹

❶ ❸

RR
❺

Internet Internet

SINET5 SINET6

*加入機関からの申告に基づき検知機能をON
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• 米国回線： ロサンゼルス・ニューヨークまで100Gbps×2
• 欧州回線： アムステルダムまで100Gbps×２（2024年度予定）
• アジア回線： シンガポールまで100Gbps（継続）
• グアム回線： グアムまで100Gbps（新規）

ESnetCalREN

CANARIE

Internet2
GÉANT

AARNet

RedCLARA

: 100Gbps国際回線

ニューヨーク

グアム

シドニー

ハワイ

ルアンダ

ケープタウン
サンチャゴ

サンパウロ

ロサンゼルス

NKN

シンガポール フォルタレザ

REUNA

Pacific
Wave東京

GOREX

NORDUnetSURFnet

Nether
Light

MAN
LAN

アムステルダム

SOE

: 相互接続ポイント

パース

④国際回線帯域を2倍に

16
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通信環境の高信頼化に向けて

•研究教育活動を安定的に支援できるよう、SINETと大学との接続における冗長化
方式を複数用意し、信頼性を強化

17

SINET

大学 ルータ1

ルータ2

回線1

SINET
大学

ルータ1

方式１：ルータの異なるラインカードに収容

方式２：異なるDCのルータに収容

•2本のアクセス回線を SINET DC1とDC2に接続

•2本のアクセス回線を SINET DC1 に接続

SINET DC1
リンクアグリ
or 固定切替え

回線2

回線1

回線2

方式３：異なるDCのルータに収容 (最寄りDC経由)

•2本のアクセス回線を SINET DC1 に接続
•回線2をSINET DC1経由で別DCのルータに収容
•回線2は原則10Gbpsまで

SINET

大学 ルータ1

ルータ3
伝送装置

回線1

伝送装置

回線2

LC1

LC2

LC1

LC3

SINET DC1

SINET DC2

LC1

SINET DC1

回線多重装置

SINET DC3

DC3のルータの
張出し的装置

新規開発

（県間の場合
非常に高価）
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2022
初中対応 － SINET活用実証研究事業

• 2021年度の実証研究事業では、6地域の教育委員会を対象に実施中
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（6地域）
鹿児島県 天城町
熊本県 八代市
愛知県 岡崎市
山梨県 甲州市
神奈川県 鎌倉市
秋田県 湯沢市

IIJ

IIJ殿が下記の6
地域を提案し受注
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2022

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

▲本格運用開始
（2022年4月）

今後のスケジュール
• SINET5からSINET6への移行開始まであと約3か月となりました
• ご協力の程よろしくお願い申し上げます
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SINET5

SINET6

移行

次期ネットワーク各種調達

詳細設計・構築

次期ネットワーク構想

説明会・相談会・ヒアリング

意見反映

Today

アクセス回線
共同調達

ヒアリング
個別相談

▲SINET増強

SINET5 SINET6

加入機関

移行
アクセス
回線

SINET5
DC

アクセス
回線

渡り回線

SINET6
DC

構築
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